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　本稿は、神戸を拠点とする特定非営利活動法人 C.A.P.( 芸術と計画会議 ) で筆者が会員として活動してい
た 2011 年から 2016 年までの子ども向けのワークショップの講習内容と成果を紹介するものである。ほぼ
自動的に学ぶ内容が送り込まれていく学校教育とは別に、子ども（もしくはその親）による「これをやっ
てみたい」という意志で選ばれるワークショップ。また C.A.P. でのワークショップは一般的なものと違い、
その内容は講師自身が参加者と共にやってみたいことであり、必ずしも成功しなくてもいいものでもある。
いろんなタイプのワークショップを通し、画一的な教育ではなく、「一緒につくる、遊ぶ、共有する」こ
とで見えてくる新しい学びの場を考えていきたい。
Key words:　 一緒につくる　対話　遊び　あらたな場　造形
＜はじめに＞
　C.A.P.（The Conference on Art and art 
Projects：芸術と計画会議）は、神戸市の小美術
館構想に対して「これからの美術館」を提案する
ことを機に集まった 12 人のアーティストが 1994
年に設立し 2002 年に非営利活動法人（NPO）に
なった団体である。震災後、街を美術館にとい
う構想を元にさまざまな社会的アート実験な催
し（CAPARTY）を行っていく。その中でのひと
つ、2001 年にはじまったアート林間学校は、夏休
みのプログラムであるが子どもに限らず、参加者
に垣根は持たないものとしている。以下の文章は、
C.A.P. のホームページから引用したものである。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
　1 芸術活動とは、限られた時間で計られる効率
や成果だけで評価することはできません。それは、
あらかじめ存在する価値を流通させるのではなく、
価値そのものを生み出し、新たな価値基準を問い
かける活動だからです。現代社会において、多
くのものが短期的な経済効果や付加価値の有無に
よって価値判断されていますが、芸術活動はその
ような価値体系で簡単に判断されるものではない
はずです。
　今の社会において、美術館やホールなど、芸術
作品の発表のための「場」はすでに存在しています。
しかし、私達は芸術とは完成された作品を鑑賞す
るだけのものでなく、芸術家の考え方や作品の完
成に至るまでのプロセスをも芸術活動とらえます。
また、それら芸術は生活の中で息長く育てていく
ものであり、発表の「場」としての美術館やホー
ルだけでは、多様な活動に充分に対応できないと
考えます。今、芸術活動やその試みは新たなもう
一つの「場」を必要としています。
　私達は社会的な機能として、芸術を媒介に職業。
年齢、性別、国境などの境界を越えてあらゆる人々
が集まり、対話し、意見交換ができる場を持つと
いうことが重要だと考えます。更に、この意見交
換を通して様々な人が深く芸術を探求し、またそ
の可能性を広げ、且つその可能性に形を与え実現
させることが重要ではないでしょうか。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
　この理念で集まり、その中でさまざまなアーティ
ストがそれぞれの自律性を持って活動する。よっ
て、企画への参加意思も強要されるものでなく、
団体への所属意思も時期も自由である。外国で活
研究報告
1　http://www.cap-kobe.com/about/index.html
＊　四條畷学園短期大学　非常勤講師
－ 213 －
動する国籍も様々なアーティストも会員として存
在するので、日本人特有の 2 場の倫理よりは個の倫
理も存在する場であった。
1. アート林間学校
　2001 年 に は じ ま っ た こ の ア ー ト 林 間 学 校
（CAPARTYvol.11）は、3CAPHOUSE というプロ
ジェクトで集まったアーティスト達や、阪神・淡
路大震災時に芸術活動を支援したフランスのアー
ティスト達が講師を務め、バリエーションにとん
だ 424 の講座で 9 日間、考えること、作ること、聞
くこと、見ること、いろんな形で芸術を楽しむこ
とを行った。夏休みを機に行われる神戸市教育委
員会も共催とするこのプログラムは、毎年 3 月頃
からのミーティング（計画会議）を重ね、7 月末に
実施されている。
　私が参加したのは 2011 年の第 10 回目からで、
参加意思表明をしたアーティストが集まっての
ミーティングでは、「この年のアート林間学校全体
のテーマはどのようにするか？」「夏休みの宿題を
作らせたいという親の思惑はくつがえそう。」「た
だのワークショップではおもしろくない。」「第１
回目の気持ちをもう一度見直すべきでは？」「子ど
もから大人までみんなができることがないか？」
「参加者に何かを教えるというより、講師自身に
もできるかわからないが興味があることを一緒に
やってみよう。」「これ、できるの？ぐらいがおも
しろい。」という意見交換を経て、「行為」に焦点
をあてた年であった。つなげる、焼く、描く、織
る、誘う、マネる、バラす、たたく、溶かす、割る、
戦う、食べる、ふくらます、かわる、なんとかす
る、泡立てる、動く、灯す、打つ、話す、みがく、
名付ける、とじる、組み立てる、集う、縫う、鳴く、
むく、寝転がる、の 29 の講座 23 名のいろんなジャ
ンルのアーティストが自身の興味をもつ行為ごと
に講座内容を練り子どもたちや大人たちをまきこ
むこととなった。
　このようにミーティングにより全体のテーマを、
また意見交換し刺激しあい自らの講座等を考えて
いく。私の講座は「夏休みだからやったことない
ことをやってみよう大作戦」をかかげた 2012 年
第 11 回目では、朝から夕方まで 2 日間じっくり写
生をする講座「がっつり写生 NOW ！」、2013 年
第 12 回目では、歌から植物の名前をひろい自由に
イメージして描く「ポエジープラーンツ！」、2016
年 15 回目では、家族でも子どもだけでも参加でき
て「ながら塗り」する「すなっくぬりえ」であっ
た。また、2013 年第 12 回目からは他のアーティス
トと協力していく講座にも興味を惹かれ具体アー
ティストのヤマダヨーコ氏の講座「墨だらけ！人
間はんこ」落語家笑福亭智六氏の講座「トレジャー
ハンティングイン相楽園」を手伝う協力講座、数
人の違うジャンルのアーティストで作り上げてい
く複合講座「まるごとアート一日林間学校」にも
2013、2014、2015 年と参加した。
2．単体講座
① 2011 年「寝転がる～夜の庭で」
内容 ) 5 神戸市立相楽園の
閉園後の庭の芝生の上で
寝転がり、身体を澄ます。
ねらい）親子でなにもし
ない。静の行為から何を
感じ取れるか。
用具）ゴザ　蚊取り線香　バスタオル　竹のあかり
手順）ストレッチを静かに行い、30 分ほど身体を
横にする。
協力）神戸市立相楽園　深田ちひろ・丘本浩一
（ミュージシャン）
結果）最初は慣れないことゆえ緊張感があったが、
ゆったりとした時間や空間また音楽が五感を刺激
し、親子共々リラックスする。庭の池から聞こえ
る蛙の鳴き声や草木土の匂い、風や湿度を肌で感
じる。普段できない特別な「場」での行為。動の
講座が多い中での「夜の庭」を活かした静の講座
となった。
② 2012 年「がっつり写生 NOW!」
内容）10 時から 16 時までの時間を 2 日間続けてス
2　河合隼雄 (1976) 母性社会日本の病理 中公叢書
3　 プロジェクト名であるが、場所の名前としても使われ
ることが多い。C.A.P. が神戸市にある旧ブラジル移民
センターで行った芸術的実験。2007 年プロジェクト終
了。http://www.cap-kobe.com/history/caparty8.html
4　 Capture7 月号
 　http://www.cap-kobe.com/studio_y3/2011/07/06135524.html
5　 明治末期に作られた池泉回遊式日本庭園。昭和 16 年
以降神戸市が所有。
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ポーツ感覚で写生をする。
ねらい）まさかの技術訓練ごっこである。子ども
にはむずかしいと思われがちなことをあえてチャ
レンジさせて達成感を味わう。
用 具 ） 鉛 筆　 色 鉛 筆　
水彩絵具一式　墨　硯　
消 し ゴ ム　 カ ッ タ ー　
エプロン　タオル　画
用紙　モチーフ
手順）一時間でだいたい飽きてしまうので、子ど
もの様子をみながらタイミングを見計らいリー
ダーとしてミッションを与えていく。
結果）もともと「描きたい！」と思って集まって
きた子どもたちなので、ハードな内容にもかかわ
らずやり切り、疲れていたが達成感を得たいい目
をして帰っていった。子どもがとびやすいハード
ルの高さぐらいの課題を与える機会も大事で、自
分はできるんだ！という自信にもつながる。講師
も一緒に走ったような疲労感もあったが、達成感
も共有できた。
③ 2013 年「ポエジープラーンツ！」
内容）シモダノブヒサ氏
の「植物図鑑」という歌
を聞き、植物の名前をひ
ろいその音からイメージ
して絵を描く。
ねらい）知らない植物の
名前から、どんな形や色
でどんな花なのかを想像
してみる。知ってる植物
は一生懸命思い出してみ
る。図鑑をみるもみないも自由。
用具）水彩絵具またはクレヨン　画用紙　図鑑　
CD ラジカセ
手順）CD をまず一度かけてみる。2 回目で名前を
ひろってみる。後は、音楽は BGM 的に流し、自由
に描いていく。出来てから額縁に入れ鑑賞する。
協力）シモダノブヒサ（ミュージシャン）
結果）造形的には想像して描いたものが面白い。
小学校低学年までは名称に左右されることが少な
く、そういう意味での自由度が高い。また、成長
するにつれ、「名前を知りたい、見たままに描ける
ようになりたい。」という欲求がでてくるのも人間
として面白い。
④ 2016 年「すなっくぬりえ」
内容）子どもが夏休みで
も、平日はお父さんたち
は昼働いているためなか
なか一緒に遊べない。な
ので講習時間を夕食後に
設定し、家族でも参加で
きるよう考えた。ジュー
スやお菓子を食べながら
作業していいとする。そ
の辺りは個々の自律心に
任し、用意された多くのぬり絵から自分が塗りた
い絵を選択して、ながら塗りをする。
用具）色鉛筆　ぬり絵　鉛筆削り　画用紙　トレー
シングペーパー
結果）家族共々参加する人、子どもだけ参加し別
室でおしゃべりに興じる母親どうし、どのような
参加方法をとるも自由である。家族で参加した人
は父親が無言でぬり絵に没頭していたのが興味深
い。家族としては同じ空間時間を共有していただ
けにすぎないが、なんとも良い空気が流れていた。
子どもだけのグループではグループ内でのぬり絵
技術や美学による優越ができており、先生ではな
い傍観者の講師の言うことはあまり聞かず、別室
にいた母親にところに評価を求める点もなかなか
興味深かった。子ども自体がワークショップ慣れ
してきている。世の中にビジネスとしてのワーク
ショップが増えてしまったことに多少の違和感を
覚える結果となった。
3．協力講座
①具体美術：2013 年「墨だらけ！人間はんこ」　講
師：ヤマダヨーコ（パフォーマンスアーティスト）
ヤマダヨーコ氏は具体作
家で自身の体と墨を使っ
て人拓をとる表現をして
おり、その面白さや大
変さを子どもたちと共有
してもらおうと考え依頼
し、ワークショップをす
ることを快く承諾してい
ただいた。
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内容）体に墨を塗り、画面に飛び込み、人拓をとる。
何度か練習したうえで本
番一発勝負に挑む。古く
なった屏風の再利用。
結果）まずやったことな
いことや変わったことへ
の恐れが最初はみえた
が、墨だらけになること
で積極的に作品に挑むこ
とができた。子どもたち
は、この行為が単純な泥遊びとは違い、その行為
自体がアート作品だということをヤマダ氏から感
じ取ったようだ。本物にふれる機会ができたこと
を感謝したい。
②探検ゲーム：2015 年「トレジャーハンティング
イン相楽園」講師：笑福亭智六（落語家）
笑福亭智六氏は、まくら
に上方と江戸の違いなど
のインテリジェンスな話
をしたかと思えば、ネタ
でナンセンスな噺をする
不思議な落語家である。
内容）神戸市立相楽園を
舞台にチームに分かれて
宝を隠し、宝のありかの
地図を作成。他のチーム
にその地図を渡し、隠さ
れた宝を探す。
結果）ゲームの勝敗は
「宝を見つけてもらった
方が勝ち（= 地図がよく
できていた）」ということで、勝つためには探さな
いことが自分のチームの勝ちにつながるという偶
然にもとんでもないルールであることが終盤に判
明。しかし、探すことに夢中になった子どもには
勝ち負けよりも「宝をみつけたい！」という欲望
の方が強かった。なかなか客観的に場所を説明す
る地図を作るのは難しいようだ。わくわく感が勝っ
た講座で子どもと同じく汗まみれで楽しい結果と
なった。
4．複合講座：まるごと一日アート林間学校
① 2013 年　講師：足立陽子（料理人：サンドウィッ
チづくり）カワサキマキ
（ワークショッププラン
ナー：自分通信簿）澤木
久美子（建築士：日干し
レンガ）築山有城（彫刻家：
将棋）中村由紀子（陶芸
家：ボートレース）マス
ダマキコ（造形作家：隊長）
杉山知子（美術家：ディ
ナー）高橋怜子（音楽家：
ピアノ）井ノ岡里子（日
本画家：ダンス）その他
内容）一日をまるごと使っ
て皆で遊んだり作ったり
食べたりしようという企
画。ゲーム、ワークショッ
プ、料理、散歩、サプラ
イズとシンプルな構成で
アーティスト達と子ども
たちが一緒に過ごす。体
育館のようなホールに
朝、集合。チームごとに
分かれ船を段ボールで作
り、ボートレースをし、
知らない人とも友達とな
る。昼食、サンドウィッ
チづくり。午後、それぞ
れのワークショップに散
らばる。その後、散歩で
記念撮影。ホールに帰っ
てくるとアーティスト達
が用意した神戸っぽいサ
プライズディナー。親は
一切立ち入れなかったが
別室で子どもたちの動き
を撮った写真のスライド
ショーによって今日の成
果をみるこができた。
結果）オーソドックスな
構成で、アーティストが
考えた子ども会といった
感じになった。この後の
展開に続く。
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② 2014 年「怪しい夜店をつくろう！」講師：足立
陽子（料理人：えびせん）
澤木久美子（建築士：屋台）
笑福亭智之助・智六（落
語家：マジック＆落語）
カ ワ サ キ マ キ（ ワ ー ク
ショッププランナ ：ーハッ
ピ）マスダマキコ（造形
作家：コリントゲーム・
射的）高橋怜子（音楽家：
通貨）井ノ岡里子（日本
画家：似顔絵うちわ・背景）
その他
内容）午前中は参加者全
員で衣装・照明・背景・
景品をグループ単位で順
番に制作場所にいき作っ
ていく。午後はそれぞれ
がやってみたい屋台や空
間をも作り上げ、プレオー
プンとして子どもたちの
みで屋台を楽しみ、オー
プン後はお客さん役であ
る親たちを大きな声で呼
び込んで成果をみせつつ
夜店ごっこで一緒に遊ん
だ。
結果）この回は具体的な
目標を定めることで集
まった子どもたちが同じ
目的で動けるようになっ
た。どの店を作るかどん
なものを作るかは材料調
達や時間の関係で大まか
なことは前もって決めて
しまったのは少し残念だった。じっくりアイデア
をだす日程が取れればよいと思う反面、一日で勢
いで作ってしまうのも楽しいかとも思う。枠があ
るなかでアイデアをだせる環境づくりを考えなく
てはいけない。「夜店」ということでモチベーショ
ンがあがったのか、子どもたちもモノづくりに集
中し、勢い余って泣いたり笑ったりとなかなか活
気がある現場であった。また、この回も制作過程
で親は介入できないが、夜店でお客さん役になる
ことで一日の成果を見ることが出来る。子どもた
ちも自分の親を引っ張ってきてこれを自分が作っ
た、ああだった、こうだった、ものすごく楽しかっ
たと報告してる姿がみれたのはうれしいことだ。
結果的にはお店ごっこでかなり遊べた。「怪しい」
というところを広げればもっとオリジナリティの
あるものが増えたと考える。
③ 2015 年「本日開園！自分たちだけの遊園地をつく
ろう」講師：足立陽子（料
理人）、井階麻未（美術家）、
井ノ岡里子（日本画家）、
カ ワ サ キ マ キ（ ワ ー ク
ショッパー）、倉富泰子（彫
刻家）、澤木久美子（建築
家）、笑福亭智六（落語家）、
JOE（美術家）、マスダマ
キコ（造形作家）、ヨシカ
ワノリコ（ワークショッ
プコンダクター）、他
（アトラクション _ シンボ
ル虫）
・虹のドーム _ ちょうちょ
・バーチャルレールウェ
イ _ モグラ
・ビー玉プールカー _ ダ
ンゴムシ
・歌って踊れる！？ワゴ
ン販売 _ てんとう虫
・ウェルカムゾーン _ ハチ
・ミミズパレード _ ミミズ
・変身ゾーン _ クモ
内容）神戸市立海外移住
と文化の交流センターの
ワンフロアを使って、自
分たちだけの遊園地をつ
くり、遊ぶ。今回はイメー
ジをふくらますというこ
とで、それぞれのグループがシンボル虫（動物）
のイメージで制作にとりかかる。まず、遊園地の
名前を決め、コスチュームを作り、受け持ちの場
所を装飾しアトラクションづくりをした。開園で
は去年と同様、親たちや友達はお客さん役となる
が本人たちも一緒に遊ぶ。最後はフロア全体を使っ
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ての全員参加のミミズパレードでしめくくる。
結果）3 年目になると内容自体がだいぶ練られてく
る。前回での課題点であるオリジナリティを前に
出す講座となった。この複合講座でのアーティス
ト達も自分のやりたいことをどう組みあわせてい
けるかを考えた 3 年であった。子どもたちは常連
の子どももいれば新しい顔もみえ、人気の講座と
なった。また、遊園地の名前を考えるあたりで「～
ランドは、王国？」「～パークは公園？」と既成
の遊園地についても少しかんがえることができた。
積極的に遊園地を作り出し、またそこで遊ぶ子ど
もたちのいきいきとした表情を観察できたことで、
遊ぶ場所、これは子どもの学びの一番の「場」で
あろうと確信した。
＜おわりに＞
　私が C.A.P. アート林間学校に参加したのは 2016
年が最後だが、その年のまるごと一日アート林間
学校では講座が行われる海外移住と文化の交流セ
ンターという場所から飛び出した。神戸という場
所の特徴を活かした「かってに国際観光協会」と
いうテーマで様々な国の人を巻き込んだ講座が開
かれ、また他の講座では「OO に弟子入り」という
テーマで子どもたちが街の随所に出向いていく講
座もでてきた。このあたりは、C.A.P. の別プロジェ
クト「神戸文化祭」が 5 年前から立ち上がり、アー
ティストだけでなくいろんな職種の人たちとの交
流がはじまったからであろうと推測する。ただ残
念ながら今の状況では造形表現よりはパフォーマ
ンス表現の方に寄りつつある活動なので、少し間
をおいて観察することにした。C.A.P.（芸術と計
画会議）として、これからどう発展させていくか、
新たな学び＝遊びの「場」をどうやって作ってい
くか、これからの課題である。
－ 2017. 10. 24 受稿、2017. 10. 25 受理－
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